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補 助 事 業 名 平成20年度 視覚障害者音楽家の活動促進補助事業 

補助事業者名 社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター 

 

１．補助事業の概要 

（１） 事業の目的 

視覚障害音楽家のリストをもとに、視覚障害音楽家の社会参加の場を広げ、

もって社会福祉の増進に寄与する。 

（２）実施内容 

①演奏会事前準備 

    平成16年度より開催させさていただいている本コンサートは視覚障害音楽

家の活動を紹介し実状を知っていただく場として、そして若い視覚障害音楽

家たちにとっては大きな舞台に立てるチャンスの場を提供することを目的と

してきた。20年度で5回目となることから、これまでに得たネットワークや人

材を活用し、より効率的な運営を心がけ、準備に取りかかった。これまでと

比べ出演者の選出・依頼を急ぎ、6月中には出演者・実行委員との調整をほぼ

終えた。 

    7月7日、演奏会実行委員会を開催（実行委員会については、委員名簿・議

事録を「補助金の精算払い申請書」①演奏会事前準備―手当の項目に添付）。

当日は、チラシ・チケット配布の協力依頼および内容についての申告・確認、

当日の進行スケジュール・演出・備品の確認やホールの下見を行なった。 

    8月中旬、チラシ活字版7,000部、点字版1,000部、チケット2,000部を完成

させ、盲学校および各種学校、福祉施設、関係団体、ボランティアをはじめ

とする関係各方面に広報を開始させた。また法人発行の会報や雑誌『視覚障

害』、ホームページへの掲載や自治体広報誌、マスコミ等にも掲載を依頼。同

時に、20年度は、既にプロとして活動されている方に多くご出演いただくこ

とから、広報活動を広く行なうことでの周知効果を期待し、自己資金で「チ

ケットぴあ」にチケットの取扱を委託・一般紙への広告の出稿などを行なっ

た（いずれも「競輪公益資金」の補助であることを謳わせていただいた）。 

    11月、プログラム活字版1,500部、点字版300部を製作。会場、出演者、ス

タッフ、ビデオ制作業者との細かな打ち合わせを重ねて、準備を進めた。 

②演奏会当日 

    12月6日（土）13時開場、14時開演、20時30分終演の予定通りの進行で、滞

りなくプログラムを終えることができた。来場者約600人。出演者等の詳細は

以下のとおり。 
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＊入場料 3,000円＜全席自由＞ 

日時：2008年12月6日（土） 13：00開場、14：00開演 

会場：杉並公会堂大ホール  杉並区上荻1-23-15 Tel 03-3220-0401 

第1部 女声コーラス：コール・トゥインクルスター／ピアノ：坂巻明子 

君をのせて、TOMORROW、いつも何度でも 他 

ヴァイオリン：飯嶋輪／ピアノ：山本佳世子 

スペイン交響曲作品21第一楽章 他 

ソプラノ：橋本夏季／ピアノ：仲村真貴子 

クレオパトラのアリア 

第2部 音楽療法・ギター：樋口清美 

音楽療法の実践について、合唱曲「四季の歌」 

和太鼓：片岡亮太 

月影、大地、パナケア 

箏：澤村祐司／尺八：渡辺元子 

秋の調、数え唄変奏曲 

第3部 ピアノ：根岸弥生 

エリーゼのために、ノクターン遺作 他 

津軽三味線：踊正太郎 

津軽の四季、津軽じょんから節、希望 他 

ヴァイオリン：和波たかよし／ピアノ：土屋美寧子 

ハンガリー舞曲第1番、第2番、第3番 他 

 

12月6日のコンサート終了後、啓発DVDの製作に入った。製作業者との打合

せ、編集作業、録音スタジオでのナレーション録りなどに約2カ月をかけ、2

月10日に納品、関係団体・個人・マスコミ・希望者等に発送を開始し、同26

日に最終的な発送作業を終えた。 

 

２．予想される事業実施効果 

①演奏会事前準備 

広報活動自体も視覚障害音楽家の存在と活動を世間一般に広く知らしめる

ための活動の一環であり、今回の広報活動は、その点で広がりを持たせる意

味があったと考えられることから、出演者の方々の今後の活動の一助になり、

また、当法人と関係団体・視覚障害者音楽家とのネットワーク・支援体制の

確立という意味でも、今後の効果が期待される。 

②演奏会当日 

 本コンサートは5年目を終え、16年度の名古屋・大阪・東京会場、17年度の

 - 2 -



 - 3 -

札幌・福岡・東京会場、18年度の神戸・東京・広島会場とあわせ計11回開催さ

せていただいている。21年度は東京一カ所開催3年計画の3年目にあたり、その

集大成の年となる予定である。20年度はプロの演奏家の方に多数ご出演いただ

き、また啓発DVDでの周知・宣伝・啓発効果も期待されることから、より広が

りをもった支援・理解の輪の構築が期待される。 

 

３．本事業により作成した印刷物等 

活字：チラシ（7,000部）プログラム（1,500部） 

チケット（2,000部） 

点字：チラシ（1,000部）プログラム（300部） 

啓発DVD（500部） 

 

４．事業内容についての問い合わせ先 

 団 体 名： 社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター 

（シカクショウガイシャシエンソウゴウセンター） 

 住  所： 167-0043 

東京都杉並区上荻2-37-10 Keiビル 

 代 表 者： 理事長 高橋 實（タカハシ ミノル） 

 担当者名： 職員 輿水 辰春（コシミズ タツハル） 

 電話番号： 03-5310-5051 

 F A X： 03-5310-5053 

 E - m a i l： mail@siencenter.or.jp 

 Ｕ Ｒ Ｌ： http://www.siencenter.or.jp/ 
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